
1. マーケット・レート
5月11日 5月12日 5月13日 5月14日 5月15日 Net Chg

USD/BRL Spot 3.0620 3.0190 3.0390 2.9940 2.9960 +0.0020
BRL/JPY Spot 39.24 39.70 39.19 39.80 39.82 +0.02
EUR/USD Spot 1.1155 1.1214 1.1353 1.1411 1.1451 +0.0040
USD/JPY Spot 120.09 119.89 119.13 119.18 119.23 +0.05

6MTH(p.a.) 13.72 13.76 13.74 13.74 13.74 -0.0011
1Year(p.a.) 13.80 13.78 13.80 13.75 13.72 -0.0233
6MTH(p.a.) 1.666 1.658 1.629 1.574 1.490 -0.084
1Year(p.a.) 2.246 2.239 2.214 2.124 2.017 -0.107

株式 57,197.10 56,792.05 56,372.04 56,656.57 57,248.63 +592.06

CDS 232.81 232.63 235.03 229.11 231.00 +1.89

商品 228.270 231.091 231.141 231.769 231.457 -0.312

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.週間市況 、トピックス

3.今週のチャート＆ハイライト

出所：Bloomberg
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• 今週のドルレアルは2.9770で寄り付いた。
• 週初のマーケットはリスク資産売りが優勢となった。ギリシャのIMFへの支払期限が近づいているにも関わら

ず、ユーロ諸国からのギリシャ支援が合意に至っていないことが嫌気されたもの。新興国通貨が売られる中、
レアルは週間安値となる3.0770まで下落した。結局EU財務相会合ではギリシャ支援合意に至らなかったが、
ギリシャがIMFの口座にあった準備金を使ってIMFへの返済を実行した、さらに、ECBがギリシャの銀行への
緊急支援上限を880億ユーロまで増額すると発表されると、リスク資産が反発し、レアルも3.01台まで反発し
た。OPEC月報で原油の世界需要見通しが上方修正され、原油価格が大幅反発したこともレアルをサポート
した。

• ブラジル中銀によるエコノミスト予想集計では2015年の経済成長率予想が-1.18%から1.20%へ4週間連続
で下方修正された。一方、インフレ率予想は8.26%から8.29%へと引き上げられた。引き続きブラジル経済
への悲観的な見方が強いことが示された。

• 週央からは、米国の4月小売売上高が市場予想を大きく下回ったことや、輸入物価指数が予想外にマイナス
となったことを受けてFRBによる早期利上げ期待が後退し、ドルが売られる展開となった。ブラジル政府が社
会保障制度改革による巨額の歳出削減を検討しているとの報道がでたこともレアルの支えとなりレアルは
3.00を上抜けた。

• 週末にかけては米国の5月消費者マインド指数や4月鉱工業生産、5月製造業景気指数が軒並み市場予想
を下回ったことを受けてドルが続落する展開となり、レアルは週間高値となる2.9710をつけ、2.9960で越週
した。
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ドルインデックス
FRBの早期利上げに懐疑論、ドル下落

今週発表された米経済指標には弱さが目立った。イ
ンフレ指標も弱かったことからFRBの早期利上げに
懐疑的な意見が目立ち始めている。先物金利市場
では秋口までの利上げ期待はほぼ消滅しており、年
末までに0.15%の利上げを一回織り込んでいる水準
となっている。ドルは対主要通貨で売られ、ドルイン
デックスは年初の水準に近づきつつある。
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4.来週の為替市場注目点

予想ドル・レアル相場レンジ：2.90－3.10

国 予想 実績 前回

ブラジル FGVｲﾝﾌﾚ率IGP-10(前月比) 0.73% 0.52% 1.27%
米 ﾆｭｰﾖｰｸ連銀製造業景気指数 5.00 3.09 -1.19
米 鉱工業生産(前月比) 0.0% -0.3% -0.3%
米 ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ 95.9 88.6 95.9
米 ﾈｯﾄ長期TICﾌﾛｰ -- $17.6B $20.9B
米 ﾈｯﾄTICﾌﾛｰ合計 -- -$100.9B $28.8B

6.来週発表される主要経済指標

国 日付 期間 予想 前回

ブラジル 5/18 FGV CPI IPC-S May-17 0.6% 0.7%
ブラジル 5/18 貿易収支(週次) May-17 -- $976M
ブラジル 5/18 登録雇用創出合計 Apr 48435 19282
ブラジル 5/18 税収 Apr 112000M 94112M
ブラジル 5/19 FIPE CPI-週次 May-15 0.92% 1.04%
ブラジル 5/19 IGP-M Inflation 2nd Preview May 0.44% 1.16%
ブラジル 5/19 CNI産業信頼感 May -- 38.5

米 5/19 住宅着工件数 Apr 1018K 926K
ブラジル 5/21 経済活動(前月比) Mar -0.50% 0.36%
ブラジル 5/21 経済活動(前年比) Mar 0.70% -3.16%
ブラジル 5/21 失業率 Apr 6.3% 6.2%

米 5/21 中古住宅販売件数 Apr 5.24M 5.19M
ブラジル 5/22 IBGEｲﾝﾌﾚ率IPCA-15(前月比) May 0.59% 1.07%
ブラジル 5/22 IBGEｲﾝﾌﾚ率IPCA-15(前年比) May 8.23% 8.22%

米 5/22 消費者物価指数(前月比) Apr 0.1% 0.2%
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5.本日の主要経済指標 

イベント
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今週は欧州問題で前半は新興国通貨安となったが、後半からは弱い米経済指標を受けて利上げ期待の後退から

ドル売りとなり、レアル反発の相場となった。ギリシャがIMFへの返済をIMF準備金を使って実行したが、この資金

は1ヶ月以内に補填されなければならず、ギリシャとしてはそれまでにEUからの支援合意を引き出さなければなら

ない。時間的猶予を与えられたが問題は解決されておらず、引き続きレアルにとっては売り要因として作用するだ

ろう。一方米国では経済成長が予想ほど強くなっておらず、利上げ期待が大きく後退している。年内利上げ懐疑論

も出始めているが、金利先物市場はまだ年内の小幅利上げを織り込んでいる。年内利上げの可能性が消滅すれ

ばドルにもう一段の下げ余地があると見られる。ブラジルサイドの買い材料に乏しいことからレアルの上値は限定

的とみるが、米国の経済指標やFOMC議事録を見ながら、ドル売り主導でレアルの上値を探る展開を予想する。


